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第３節　数　　　学

第１　本指導実践事例集の活用について

１　作成の基本的な考え方
　小・中・高等学校を通じて、児童生徒の発達の段階に応じ、数学的活動を一層充実させ、基礎的・基本的な知識・技能を
確実に身に付け、数学的な思考力・表現力を育て、学ぶ意欲を高めることが求められている。そこで、本資料は、中学校学
習指導要領の数学の目標と関連させ、特に中学校学習指導要領において求められている数学的活動や言語活動の充実、学年
間や学校段階間のスパイラルな学習などを踏まえ、次の点に配慮し作成した。
⑴　中学校学習指導要領や、埼玉県中学校教育課程編成要領、同指導資料、同評価資料の趣旨を踏まえ、文部科学省の「言
語活動の充実に関する指導事例集」や国立教育政策研究所の「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料」
を参考とする。
⑵　数量や図形に関する基礎的・基本的な知識・技能の定着、数学的な思考力・表現力を育成するための指導内容や学習活
動を具体的に示し、根拠を明らかにし筋道を立てて体系的に考えることや、言葉や数、式、図、表、グラフなどの相互の
関連を理解し、それらを適切に用いて問題を解決したり、自分の考えを分かりやすく説明したり、互いに自分の考えを表
現し伝え合ったりすることなどの指導を事例として取り上げる。
⑶　各学校で活用しやすい事例とするため、見出しや構成の工夫をはじめ、レイアウト（写真・図）にも配慮する。

２　取り上げた内容
　本資料で取り上げた五つの事例の主なテーマ及び概要は、次のとおりである。

⑴　言語活動の充実を図った事例　＜第１学年「平面図形」、第２学年「一次関数の利用」、第３学年「いろいろな関数」＞

　数学的な表現を適切に用いることができるよう、具体的な事象を数学的に表現したり、処理したりする技能を高める学
習活動を充実させる視点から、三角形を「ずらす」「折り返す」「まわす」という操作的活動を論理的に捉え直し、図形の
性質を考察する基礎としての「移動」について、それぞれの意味や性質について理解していくための素地となる事例。
　また、数学的な推論を的確に進めることができるよう，思考の過程や判断の根拠などを数学的に表現して説明したり、
数学的に表現されたものについて話し合って解釈したりする学習活動を充実する事例の概要も取り上げた。

⑵　小・中連携を意識した事例（学校間の円滑な接続に関する工夫）　＜第１学年「方程式」、「比例」＞

　比例式の性質を理解し、比例式を利用して具体的な事象についての問題が解決できるようにすることをねらいとし、縮
図を使い、小学校の学習と関連付けながら比例式を利用する事例。
　小・中のよりよい連携を目指し、小学校段階で学んだ学習内容を十分確認し指導するために、「比例」について小学校
で学んだ事項を例として取り上げた。

⑶　学んで身に付けた数学を学習に活用するための事例１　＜第３学年「二次方程式」＞

　係数が具体的な数で表されている二次方程式を取り上げることで、正方形の面積に結び付けて平方の形に変形すること
を通して、解の公式が導かれる過程を視覚的に理解させる事例。

⑷　学んで身に付けた数学を学習に活用するための事例２　＜第３学年「関数 y ＝ax²」＞

　具体的な事象の考察について、今までに学んできた関数に対する考え方、技能、知識などを活用することで、二つの数
量の変化や対応の様子を調べ、その特徴を明らかにすることができるという経験を通して、関数関係についての理解を一
層深め、事象の考察に生かそうとする態度を育む事例。

⑸　実験を通して、実感を伴って理解するための事例　＜第２学年「確率」＞

　２枚の硬貨を投げたときの表・裏の出方やその割合について、生徒に予想を立てさせ、実際に多数回の試行などの体験
を通して、ある事柄の起こる割合が一定の値に近付くことを実感を伴って理解できるようにし、考えたことを確かめる活
動と説明する活動を結び付け、単に楽しく活動する場面だけでなく、質的側面にも目を向けさせる事例。

３　活用に当たっての配慮事項
　本資料で取り上げた事例は、課題に対応するための一例である。活用に当たっては、これらの事例を基に、各学校の実態
に応じて更に創意工夫していく必要がある。その際、次の点に配慮することが重要である。
⑴　生徒の状況を各種調査結果等により的確に把握し、それを踏まえて課題設定を工夫するなどして授業を構成する。
⑵　評価の観点については、各学校の指導と評価の計画に基づき、実態に応じて焦点化するなどの工夫をする。
⑶　実践後には、評価記録の累積を図り指導と評価のより一層の充実と一体化に生かすとともに、その成果と課題を明らか
にし、ＰＤＣＡの改善サイクルによって、指導と評価の計画、指導方法などについて逐次工夫・改善に努める。
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第２　実践事例
 事例１　　言語活動の充実を図った事例

○数学的な表現を適切に用いることができるよう、具体的な事象を数学的に表現したり、処理したりする技能を高める
学習活動を充実する。
　本時は、三角形を「ずらす」「折り返す」「まわす」という操作的な活動を論理的にとらえ直し、図形の性質を考察す
る基礎として「平行移動」「対称移動」「回転移動」について、それぞれの定義や性質について理解していくための素地
となる授業である。例えば「平行移動」では、「ずらす」と重なる三角形を見付けるだけでなく、「ずらす」方向と距離
を考えさせるなど、判断の根拠などを数学的に表現して説明する学習活動を取り入れている。授業の最後で、回転移動
を回転の角度に注目させ、点対称移動で重なる三角形を見付ける練習問題に取り組んだ。答え合わせでは、隣同士で説
明し合い、確認し合う場面を設けた。

１　題材名　第１学年「平面図形」

２　題材について
⑴　小学校算数科では、ものの形についての観察や構成などの活動を通して、図形を構成する要素に少しずつ着目できるよ
うにしている。第４学年までに、三角形や四角形、二等辺三角形や正三角形、平行四辺形や台形やひし形などについて理
解し、第５学年では図形の合同、第６学年では縮図や拡大図及び図形の対称性について理解してきている。このように、
図形の構成要素、それらの相等や位置関係を考察することにより、図形の見方が次第に豊かになってきている。中学校数
学科において第１学年では、平面図形の対称性に着目することで見通しをもって作図し、作図方法を具体的な場面で活用
する。こうした学習を通して、平面図形についての理解を深め、直観的な見方や考え方を養うとともに、論理的に考察し
表現する能力を培う。また、図形の移動について理解し、二つの図形の関係について調べることを通して、図形に対する
見方を一層豊かにする。
⑵　小学校算数科では、第６学年において一つの図形についての対称性が取り扱われているが、図形を移動の見方からとら
え、図形間の関係として対称性を考察するのは中学校数学科が初めてである。中学校第１学年では、二つの図形のうち一
方を移動して重ねることを考えたり、一つの図形を移動する前と後で比較したりして図形の性質をとらえる。図形の移動
に関連して、小学校の低学年から、図形の性質を「ずらす」、「まわす」、「裏返す」などの操作を通して考察しており、そ
れによって図形の形や大きさの変わらないことが自然にとらえられている。ここでは、平行移動、対称移動及び回転移動
という形や大きさを変えない移動について学習する。図形の移動では、あるきまりに従って図形を他の位置に移すのであ
るが、その図形を構成している各点がそのきまりに従って移動することになる。平行移動は、図形を一定の方向に一定の
距離だけ移動することであり、この移動は方向と距離によって決まる。対称移動は、図形をある直線を軸として対称の位
置に移す移動である。この移動は、対称軸の位置によって決まる。回転移動は、図形をある点を回転の中心として一定の
角だけ回転する移動である。この移動は、回転の中心の位置及び回転角の大きさと回転の向きによって決まる。回転が
180°の場合が、点対称移動である。指導に当たっては、このような図形の移動を通して、移動前と移動後の二つの図形
の関係、例えば、直線の位置関係、対応する辺や角の相等関係、図形の合同などに着目することができるようにすること
で、図形の性質を見いだしたり、図形の見方をより豊かにしたりすることが大切である。また、合同な図形の敷き詰め模
様を観察することによってその中の二つの図形がどのような移動によって重なるかを調べたり、一つの図形を基にしてそ
れを移動することによって敷き詰め、模様をつくったりすることも考えられる。なお、図形の移動の学習においては、あ
る図形を実際に移動させた図をかくことになるが、そのような活動を通して、定規、コンパスの使用に慣れさせる。また、
作図の意味を理解するために、基本的な作図の方法や結果の正しいことを、図形の移動の見方から確かめることも大切で
ある。このように、移動に関する内容を、作図に関する内容と相互に密接に関連させながら取り扱うことで、平面図形に
ついての理解を一層深めるとともに、第２学年における図形の合同の学習につなげていくことが大切である。

３　目標及び内容
⑴　観察、操作や実験などの活動を通して、見通しをもって作図したり図形の関係について調べたりして平面図形について
の理解を深めるとともに、論理的に考察し表現する能力を培う。
　ア　角の二等分線、線分の垂直二等分線、垂線などの基本的な作図の方法を理解し、それを具体的な場面で活用すること。
　イ　平行移動、対称移動及び回転移動について理解し、二つの図形の関係について調べること。

４　指導と評価の計画
　18時間扱い（本時１／ 18）＜埼玉県中学校教育課程編成要領Ｐ36、37及び同評価資料Ｐ54、55参照＞

５　本時の学習指導
⑴　目標
　ア　折り紙に表れる合同な図形に着目し、移動の視点から図形をとらえようとする。　 （数学への関心・意欲・態度）
　イ　操作的な活動の中にあるきまりや論理性に目を向け、図形の性質を見いだすことができる。
 （数学的な見方や考え方）
　ウ　言葉や記号を用いて表現し、あるきまりに従って図形を移動することができる。 （数学的な技能）
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エ　平行移動、対称移動、回転移動の意味と対応する点、線分、角の関係について理解する。
 （数量や図形などについての知識・理解）
⑵　学習過程
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 コラム

○数学的な推論を的確に進めることができるよう、思考の過程や判断の根拠などを数学的に表現して説明したり、数学
的に表現されたものについて話し合って解釈したりする学習活動を充実する。
　ここでは、数学的に表現されたものについて話し合って解釈する事例を紹介する。

＋1 ＋1 ＋1

＋5.2 ＋6.4 ＋5.3
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 事例２　　小・中連携を意識した事例（学校間の円滑な接続に関する工夫）

○数量や図形に関する基礎的・基本的な知識・技能は、生活や学習の基盤となるものである。数量や図形に関する基礎
的・基本的な知識・技能の確実な定着を図る観点から、算数・数学の内容の系統性を重視しつつ、学年間や学校段階
間の内容を一部重複させて、発達や学年の段階に応じた反復（スパイラル）による教育課程を編成できるようにする。
また、発達や学年の段階に応じた反復（スパイラル）による教育課程により、理解の深まりなど学習の進歩が感じら
れるようにすることを重視し、児童生徒の算数・数学を学ぶ意欲を高めることが重要である。さらに、小・中学校の
間の円滑な接続が強く求められており、既習のことを振り返り、それを新たな視点から再構成することに十分配慮し
た指導が行われる必要がある。
　本時は、比例式の性質を理解し、比例式を利用して具体的な事象についての問題が解決できるようにすることをねら
いとした授業である。小学校において、比の表し方や等しい比について学習してきている。中学校における比例式の指
導は、一元一次方程式を活用する場面として行うことが考えられる。小学校で学習してきた比の学習を素地として、等
しい比では比の値が等しくなることから一元一次方程式とみることができ、比例式を解くことができるようにする。縮
図を使い、小学校の学習と関連付けながら比例式を利用する展開とした。

１　題材名　第１学年「方程式」

２　題材について
⑴　小学校では、第５学年までに、倍の考え、分数、比例関係などの学習で、比の素地となる見方を学習してきている。ま
た、第６学年では比について学習している。小学校における比の学習は、比の表し方や等しい比について学習することが
中心である。小・中連携の視点で見た比の学習について、下記の対応表としてまとめた。
　　（小・中連携の視点で見た対応表）
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　中学校第１学年では、小学校での比の学習の上に立って、比の値を理解し、簡単な比例式を解くことができるようにす
る。日常生活において、比を用いて考えることも多い。具体的な場面において、比例式をつくり方程式に変形することで
問題を解決する。また、比例式が方程式に変形できることから比例式の性質に気付かせ、比例式の性質を利用して問題を
解決することもできるようにする。
⑵　本時は比と比例式の第２時である。前時では、小学校との学習と関連させ、比の基本的な考え方について確認し、比の
値の意味について理解している。比が等しいときは比の値が等しくなることを利用して、比例式を方程式に変形して解く
ことを学習している。また、その変形から比例式の性質について考えている。本時は、日常生活において比を用いて考え
る場面として、社会科で使用する地図帳を利用する。地図には縮尺があり、日常場面で比が扱われている一つの例である。
地図帳に定規をあて、地図上の距離を測ることで、実際の距離を求められることを学習する。小学校では、縮図について
学習しており、縮尺を基にして、地図上の距離を測定することにより実際の距離を求めることを学習してきているため、
小学校での学習と関連させた。導入では縮尺を与えず、ある地点間の実際の距離を示すことで、比例式をつくれば測った
長さの実際の距離が求められることに気付かせる。そして実測した値から比例式をつくる。縮尺を求めるときには単位の
換算が必要なのに対して、比例式の場合はそのままの数を利用できることから、比例式の有用性を感得させたい。その後
の課題２では縮尺を先に与え、比例式を利用して実際の距離を求める問題とし、比例式を利用して問題が解決できるかを
みる課題とした。
　比例式の指導については、新学習指導要領において加えられたものである。小学校で学習してきたこと・学習していな
いことを把握し、適切な指導・支援ができるように準備を整える必要がある。また、小学校の学習と関連させ、比の基本
について押さえ、比の値について再確認しながら、比例式を解くことにつなげていくようにしていきたい。

３　目標及び内容
　方程式について理解し、一元一次方程式を用いて考察することができるようにする。
⑴　方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理解すること。
⑵　等式の性質を基にして、方程式が解けることを知ること。
⑶　簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用すること。

４　指導と評価の計画（16時間）
　16時間扱い（本時15 ／ 16）　＜埼玉県中学校教育課程編成要領Ｐ36、37及び同評価資料Ｐ54、55参照＞

５　本時の学習指導
⑴　目標
　ア　比例式を活用することに関心をもち、問題の解決に生かそうとする。 （数学への関心・意欲・態度）
　イ　比例式をつくって解く過程を、自分なりに説明することができる。 （数学的な見方や考え方）
　ウ　日常生活の事象において、数量の関係をとらえ、比例式をつくることができる。 （数学的な技能）
　エ　比例式の性質を基にした、簡単な比例式の解き方について理解する。 （数量や図形などについての知識・理解）
⑵　学習過程
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 コラム

　小・中のよりよい連携のためには、小学校段階で学んだ学習内容を十分確認し、指導することが大切である。関数関
係は小校第１学年から学んでいるが、ここでは「比例」について小学校で学んだ事項をまとめる。

【まとめ】
　①　二つの数量を表でまとめ、横の見方で変化の仕方を学んだり、縦の見方で関係を表す式を学ぶ。
　②　グラフの特徴（直線、決まった点（横軸と縦軸の交わる点）を通る）を学ぶ。
　③　比例関係になっているかどうかは、二つの数量の関係を表、式、グラフで調べて判断する。
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 事例３　　学んで身に付けた数学を学習に活用するための事例１

○二次方程式 ax²＋bx＋ c ＝０の解の公式を導くためには、分数の形の式や根号の中に文字を含んだ式を操作すること

になるので、形式的な変形だけでは理解が困難である。したがって、係数が具体的な数で表されている二次方程式を

平方の形に変形することによって、解の公式が導かれる過程を知ることを重視する。

　本時は、全ての二次方程式は平方根の考え方を使えば解けることを理解させる授業である。しかし、式の変形や操作

が複雑であるため、その意味を正方形の面積に結び付けて視覚的に理解させることとした。

１　題材名　第３学年「二次方程式」

２　題材について

⑴　小学校第３学年では、具体的な場面で未知の数量を□を用いて表すことを学習している。第４学年では、数量の関係や

法則を□、△などを用いて簡潔に式に表すことを学習している。また、第５学年では、簡単な式で表されている関係につ

いて見方や調べ方を学習し、第６学年で、数量を表す言葉や□、△の代わりに a 、x などの文字を用いて式に表すことを

学習している。

　中学校では、第１学年で文字を用いて数量の関係や法則を式に表したり、式の意味を読み取ったり、文字を用いた式を

計算することを学習した後、方程式とその解の意味を理解し、等式の性質を利用した一元一次方程式の解き方を学習して

いる。第２学年では、二元一次方程式について、その中の文字や解の意味を理解し、二つの文字のうち一方の文字を消去

して、既知の一元一次方程式に帰着することによる、連立方程式の解き方を学習している。第３学年では、二次方程式と

その解の意味を理解し、二次方程式の解き方を学習する。

⑵　中学校第３学年で学習する二次方程式の解き方は、①因数分解によって一次式の積に変形し解を求める方法　②等式の

変形によって x²＝ k の形を導き、平方根の考え方を用いる方法の二通りがある。②の方法は、式を平方の形に変形する

ことによって、平方根を求めることに帰着させて解くことができ、二次方程式の一般的な解き方として重要な意味をもっ

ている。しかし、式変形や操作が複雑であるため、操作や処理の反復を省略し、能率的に解を求めるために生み出された

のが解の公式である。

３　目標及び内容

　二次方程式について理解し、それを用いて考察することができるようにする。

⑴　二次方程式の必要性と意味及びその解の意味を理解すること。

⑵　因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこと。

⑶　解の公式を知り、それを用いて二次方程式を解くこと。

⑷　二次方程式を具体的な場面で活用すること。

４　指導と評価の計画

　16時間扱い（本時６／ 16）＜埼玉県中学校教育課程編成要領Ｐ38、39及び同評価資料Ｐ58、59参照＞

５　本時の学習指導

⑴　目標

　ア　平方根の考え方から面積図を用いて二次方程式を解こうとする。 (数学への関心・意欲・態度)

　イ　二次方程式の解が導かれる過程を面積図を通して考察できる。 (数学的な見方や考え方)

　ウ　正方形の面積から二次方程式を解くことができる。 (数学的な技能)

　エ　二次方程式の解が導かれる過程を理解する。 (数量や図形などについての知識・理解)
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 事例４　　学んで身に付けた数学を学習に活用するための事例２

○具体的な事象の考察について、今までに学んできた関数に関する考え方、技能、知識などを活用することで、二つの
数量の変化や対応の様子を調べ、その特徴を明らかにすることができるという経験を通して、関数関係についての理
解を一層深め、事象の考察に生かそうとする態度を育む。
　本時は、長方形と直角二等辺三角形の重なる部分の面積を、関数 y ＝ ax² や既習の関数を用いてとらえ、表現するこ

とを通して、関数関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばすようにする。

　また、数学的な表現を用いながらその変化や対応の様子を他者に説明するような場面を設定し、事象の考察を深める

ことができるようにする。

１　題材名　第３学年「関数 y ＝ ax²」（いろいろな関数）

２　題材について
⑴　小学校では、第４学年までに伴って変わる二つの数量の関係、第５学年では簡単な比例の関係や数量の関係の見方や調

べ方、第６学年では比例と反比例について学習している。

　中学校第１学年では、具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、比例、

反比例の関係について理解を深めるとともに、関数関係を見いだし表現し考察する。第２学年では、第１学年と同様に具

体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、一次関数について理解するとと

もに、関数関係を見いだし表現し考察する能力をさらに高めるよう学習している。

　第３学年では、これまでと同様に、具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べることを通して、関数 y ＝ 

ax²を考察する。その際、表、式、グラフを相互に関連付けながら、変化の割合やグラフの特徴など関数の理解を一層深

めるとともに、関数関係を見いだし表現し考察する能力を一層伸ばす。また、日常生活や社会には既習の関数ではとらえ

られない関数関係があることを取り扱うことにより、中学校における関数についての学習内容を一層豊かにするとともに、

後の学習の素地となるようにする。

⑵　関数は、具体的な事象や場面との関わりの中で学習することが大切である。具体的な場面の中から、既習の関数やそれ

らの知識などを使って、伴って変わる二つの数量を見いだし表現し考察できるようにする。

　二つの図形が重なる部分の面積についての題材は、関数 y ＝ ax²の利用として扱うこともできるが、本時では長方形の

置き方を変えることで、重なる部分の面積の変化が関数 y ＝ ax²と一次関数とを組み合わせたものになり、それらを表や式、

グラフに表し、既習の関数を総合的にとらえる学習として扱う。これらの経験を生かし、次時では、例えば交通機関や郵

便物の料金の仕組など、既習の関数ではとらえられない関数関係を取り上げ、関係を式で表すことが困難であっても、こ

れまで学習してきた表やグラフを用いて変化や対応の様子を調べ、その特徴を明らかにすることができるという学習を行

う。

３　目標及び内容
　具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、関数 y ＝ ax²について理解す

るとともに、関数関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

⑴　事象の中には関数 y ＝ ax²としてとらえられるものがあることを知ること。

⑵　関数 y ＝ ax²について、表、式、グラフを相互に関連付けて理解すること。

⑶　関数 y ＝ ax²を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。

⑷　いろいろな事象の中に、関数関係があることを理解すること。

４　指導と評価の計画
　17時間扱い（本時14 ／ 17）〈埼玉県中学校教育課程編成要領Ｐ38、39及び同評価資料Ｐ58、59参照〉

５　本時の学習指導
⑴　目標

　ア　いろいろな事象と関数に関心をもち、表や式、グラフなどで表したり、その特徴を考えようとする。

 （数学への関心・意欲・態度）
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イ　具体的な事象の中から見いだした関数関係を既習の関数関係と関連付け、その変化の特徴を考え、説明することがで
きる。 （数学的な見方や考え方）
ウ　具体的な事象の中から見いだした関数関係を、表、式、グラフを用いて表すことができる。 （数学的な技能）

エ　具体的な事象の中から見いだした関数関係には、既習の関数や、それらを組み合わせて表すことができるものがある
ことを理解する。 （数量や図形などについての知識・理解）

⑵　学習過程
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 事例５　　実験を通して、実感を伴って理解するための事例

○物を動かして考えたり、考えたことを実験して確かめたりする活動と、考えたり説明したりする活動を結び付け、単
に楽しく活動する側面だけでなく、質的側面に目を向けさせる。
　本時は、２枚の硬貨を投げたときの表･裏の出方を考える題材である。ここでは、２枚の硬貨の表･裏の出方すべての
場合が、［表･表］［表･裏］［裏･裏］の３通りであると考える誤りが起こりやすいことを、「ダランベールの誤り」から
考えさせていく。１人10回程度の実験から予想を立てさせ、実際に多数回の試行などの経験を通して、ある事柄の起こ
る割合が、一定の値に近づくことを実感を伴って理解できるようにする。そして、確率を用いて不確定な事象をとらえ
説明することを通して、「必ず～になる」とは言い切れない事柄についても、数を用いて判断したりすることができる
ように指導していく。

１　題材名　第２学年「確率」

２　題材について
⑴　小学校では、第６学年で、具体的な事柄について起こり得る場合を順序よく整理して調べることを学習している。中学
校第１学年においては、相対度数は全体(総度数)に対する部分(階級の度数)の割合を示す値で、各階級の頻度と見なされ
ることを学習している。中学校第２学年では、これらの学習の上に立って、これまで確定した事象を表すのに用いられて
きた数が、さいころの目の出方など不確定な事象の起こりやすさの程度を表すためにも用いられることを知り、確率を用
いて不確定な事象をとらえ説明できるようにする。
⑵　確率とは、ある偶然的な事象の起こる期待の程度を表す数であることや、それが起こる度合いを予想する数であること
の理解を図る。確率の学習では、生徒自身による具体的な実験や調査活動の場を設けることが大切である。そこで本時で
は、物を動かして考えたり、考えたことを実験して確かめたりする活動と、考えたり説明したりする活動を結び付け、単
に楽しく活動する側面だけでなく、質的側面に目を向けさせる主体的な実験･調査活動を通して、確率の意味を体験的に
理解できるようにしていきたい。

３　目標及び内容
　確率の概念を知り、偶然事象が起こる事柄についての考察ができるようにする。また、簡単な場合について確率が求めら
れるようにする。
⑴　日常生活の中の偶然事象について、適切な予想や計画を立てて行動しようとすること。
⑵　表や樹形図を適切に利用して確率を求めることができたり、偶然事象の起こりやすさについて、多数回試行を通して調
べること。
⑶　起こり得る場合を表や樹形図に整理して、簡単な場合についての確率を求めること。
⑷　事象の起こる期待の程度を表す数として確率の意味を明らかにし、確率の求め方を理解すること。

４　指導と評価の計画
　10時間扱い　（本時１／ 10）＜埼玉県中学校教育課程指導資料Ｐ38、39及び同評価資料Ｐ56、57参照＞

５　本時の学習指導
⑴　目標
　ア　予想しようとしたり、物事の起こりやすさについて考えようとする。 (数学への関心・意欲・態度)
　イ　実験の結果から、確率の意味を導くことができる。 (数学的な見方や考え方)
　ウ　実験の考察がしやすいように実験結果を表に表すことができる。 (数学的な技能)
　エ　確率の意味を理解する。 (数量や図形などについての知識理解)

⑵　学習過程
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